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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  27/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  29/32     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  31/12     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  25/32     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  27/18    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ  29/32    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  31/12    　　　　
   Ｃ０１Ｂ  25/32    　　　Ｙ
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月25日(2012.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　すなわち、本発明は、下記（１）～（７）
（１）リン酸ストロンチウムアパタイトを含むことを特徴とするエタノールからブタノー
ルを合成するための触媒、
（２）前記リン酸ストロンチウムアパタイトのＳｒ／Ｐの原子比が、１．５～２．０、好
ましくは１．６０～１．７５である上記（１）に記載の触媒、
（３）リン酸ストロンチウムアパタイトが、Ｓｒ10（ＰＯ4）6（ＯＨ）2である上記（１
）又は（２）に記載の触媒、
（４）エタノールと上記（１）から（３）のいずれかの触媒を接触させる工程を含むこと
を特徴とするエタノールからブタノールを合成するアルコールの合成法、
（５）エタノールと上記（１）から（３）のいずれかの触媒を接触させて得られるブタノ
ールを主成分とする反応生成物から、少なくともブタノールを連続的又は間欠的に反応系
外に取り出す工程を含むアルコールの合成法、
（６）エタノールと前記触媒を２００℃～３５０℃下で接触させる上記（４）又は（５）
に記載のアルコールの合成法および
（７）エタノールがバイオマスを原料として製造されたものであって、前記エタノール中
の含水率が１０％以下である上記（４）から（６）のいずれかに記載のアルコールの合成
法を提供する。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リン酸ストロンチウムアパタイトを含むことを特徴とするエタノールからブタノールを
合成するための触媒。
【請求項２】
　前記リン酸ストロンチウムアパタイトのＳｒ／Ｐの原子比が、１．５～２．０である請
求項１に記載の触媒。
【請求項３】
　リン酸ストロンチウムアパタイトが、Ｓｒ10（ＰＯ4）6（ＯＨ）2である請求項１又は
２に記載の触媒。
【請求項４】
　エタノールと請求項１から３のいずれかの触媒を接触させる工程を含むことを特徴とす
るエタノールからブタノールを合成するアルコールの合成法。
【請求項５】
　エタノールと請求項１から３のいずれかの触媒を接触させて得られるブタノールを主成
分とする反応生成物から、少なくともブタノールを連続的又は間欠的に反応系外に取り出
す工程を含むアルコールの合成法。
【請求項６】
　エタノールと前記触媒を２００℃～３５０℃下で接触させる請求項４又は５に記載のア
ルコールの合成法。
【請求項７】
　エタノールがバイオマスを原料として製造されたものであって、前記エタノール中の含
水率が１０％以下である請求項４から６のいずれかに記載のアルコールの合成法。
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